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少女漫画家は恋をする

～くっつきたいし甘えたい！～







　村むら越こし優ゆう人とはスマートフォンの画面を穴が開くほど凝視した。しかしどんなに見つめても、恋人からのメールは来ていない。着信もない。

「ちょっとゆうちゃん。ご飯食べてるときにスマホ見るのやめなさい。お行儀が悪いわよ」

　カウンターの中から声をかけてきたのは、上品な着物の上に割烹着を纏った女将だ。年の頃は四十代半ば。体はがっちりとした男性だが、中身は正真正銘の女性である。

　小料理屋『なごみ』はカウンター席のみの小さな店だ。女将の作るおふくろの味が人気で、いつ来ても誰かが飲み食いしている。出入りしている客のほとんどはゲイやトランスジェンダーだ。

「だって健けん太た君、全然メールくれないんだもん」

　既に半分ほど食べ終えた「本日の魚定食」──きのこがたっぷり入った炊き込みご飯、ぶりの照り焼き、里芋の煮物、ほうれん草のお浸し、豆腐の味噌汁、という夕飯を前に一旦箸を下ろした優人は、無意識のうちに口を尖らせた。健太君こと斎さい丸まる健太は、優人の恋人である。

　そうなの？　と女将は眉をひそめた。健太とは『なごみ』で知り合ったので、女将も彼を知っているのだ。

「全然って、いつから連絡ないのよ」

「二日前」

「二日前ってことは、一昨日には連絡をくれたんでしょ。全然ってことないじゃない」

「そうだけど……、でも、もう十六日も会ってないんだよ。今日だってなごみで一緒に晩ご飯食べようってメールしたのに返信くれないし、書いといた時間すぎたのに来てくれないし……」

　一昨日は朝と晩にメールがきた。夜のメールには、明日から難しい工程に入るから、しばらく連絡できないと書いてあった。

　健太は大きな建設会社で働いている。今は公共工事である橋の建設に携わっており、優人より二つ年下の二十六歳という若さで現場監督として奮闘している。らしい。

　健太は自分の仕事のことをきちんと説明してくれる。しかし一度も会社勤めをしたことがない上に、完全な文系人間の優人にはいまいちよくわからない。いくら忙しくても休憩がないわけじゃないだろうし、夜はうちに帰ってるんだからメールのひとつぐらいできるだろ、と思ってしまう。

　優人の考えを察したらしく、女将はあきれた顔をした。

「あのねえ、仕事してる社会人だったら、繁忙期に連絡できないのはよくあることでしょ。あんただって締め切り前は、メールを打つ時間が惜しいときだってあるんじゃないの？」

　優人は高校在学中に「菖蒲あやめ池いけちはる」というペンネームでデビューした少女漫画家だ。老舗の少女漫画雑誌『きらきら』で、三年前から連載を持っている。古き良き少女漫画を求める読者に人気があり、熱烈なファンもいてくれる。

「でも僕は締め切り前で忙しくても、一日一回はメールするよ」

「あんたはそうかもしれないけど、ケンちゃんは仕事に集中したいタイプなんでしょ」

「そうかもだけど……。でももっと会いたいんだもん……」

　うつむいてつぶやくと、女将は苦笑した。

「ゆうちゃんは恋愛体質だし、乙女だもんねえ。あんたの描いてる漫画そのもの。ふわふわでキラキラできゅんきゅんしちゃう」

「それは、僕の願望っていうか夢をつめ込んでるから……」

　少しぶっきらぼうだが優しい男の子。そんな彼に恋する、平凡だけど素直な女の子。こんな恋がしたいという、優人の憧れをそのまま反映している。

　優人の漫画の一場面を思い浮かべたのだろう、うっとりしていた女将だったが、急に我に返ったようにこちらを向いた。

「てかアンタたち、メールで連絡取り合ってるの？　今時珍しいわね」

「健太君、ＳＮＳ全然やってないから」

　健太の携帯電話はいまだにガラケーだ。調べ物や仕事はパソコンで事足りるし、重くて大きくて充電が長持ちしないスマホはいらないという。しかし数ヶ月前、長い間使っていたガラケーの調子が悪くなったらしい。とうとうスマホにするのかと思ったら、なんと彼は新しいガラケーに替えてきた。我が道を行くところがかっこよくて好き、と惚れ直したことは秘密だ。

「あー、ぽい。ぽいわね！」

　女将はしきりに感心する。

「ケンちゃん、若いのに昭和の男って感じだもの。ゆうちゃんはケンちゃんのそういう硬派で昔っぽいとこが好きなのよね」

　からかう物言いに、優人は頬を染めた。

　初めて健太と顔を合わせたのは、約一年前。今日のように急に気温が下がったある秋の日のことだ。優人は締め切り明けのよれよれの状態で『なごみ』を訪れた。そこで作業着姿で黙々と日本酒を飲む健太に一目惚れした。美容院に三ヶ月も行っていなかったこと、そして着古したジャージで店に来てしまったことを死ぬほど後悔した。

　僕のバカ！　こんな恰好じゃ恥ずかしくて話しかけられないじゃないか！

　しかし色褪せたジャージを着て耳まで真っ赤になった優人に、健太は好印象を抱いたらしい。彼の方から話しかけてきてくれた。優人が年上だと知って、慌てて敬語を使おうとした健太に、真面目な人だなあとますます好感を持った。そうして『なごみ』で何度か顔を合わせるうちに、口数は少ないものの優しくて誠実なところに惹かれていった。

　告白したのは優人だ。僕と付き合ってくださいとストレートに言うと、健太はあからさまに狼狽え、すまん、と謝った。その瞬間、目の前が真っ暗になった。健太君も僕のこと好きになってくれてると思ってたけど、やっぱり男に告白されるのは嫌だったんだ。泣きそうになった優人に、違う違うと健太は慌てたように首を横に振った。おまえに言わせて悪かった。俺が言うべきだった。俺と付き合ってください。その言葉が嬉しくて嬉しくて、結局泣いてしまった。

「ケンちゃん、浮気してるわけじゃないんでしょ。真面目に仕事してるんだから、あんまり無理言っちゃだめよ」

　女将の諭す物言いに、わかってるよ、と返した口調は、我ながら子供っぽい拗ねたものになってしまった。確かに健太は、優人が今まで付き合ったどの恋人よりも誠実だ。他の男に見向きもしない。

　しかし週に一度会えれば良い方で、一緒にいられる時間は限られている。メールも電話も圧倒的に足りない。

　健太君が僕を好きなのは本当だろうけど、僕が健太君を好きなほどには好きじゃないんじゃないかな……。

　寂しさのあまり後ろ向きな思考に陥ったそのとき、店の引き戸が開いた。顔を覗かせたのは、今まさに話題にあがっていた健太だ。

「健太君！」

　思わず呼ぶと、作業着の上にジャンパーを羽織った健太は笑みを浮かべた。日に焼けた肌に白い歯が映える。その笑みを向けられただけで胸が高鳴った。

「よかった。まだいたんだな」

　言いながら隣に腰かけた健太に、いそいそと声をかける。

「お疲れ様！　帰って来れたんだ」

「ああ。大きい山をひとつ越えたから」

「じゃあもう忙しいのは終わり？」

「いや、ひとつ越えただけだからまだ終わりじゃない。前にも言ったけど、工期はあと三年残ってるからな。女将、かつ丼と里芋の煮物ください」

　はぁい、かしこまりました、と愛想よく応じた女将とは反対に、優人は肩を落とした。

　健太が造っているのは大きな橋だ。ちょっとやそっとで完成するものでないことは理解できる。しかし感情が納得しない。

　また会えない日が続くんだ……。

　目の前に健太がいるというのに寂しくなってしまう。本当は毎日会いたい。できるだけくっついてすごしたいのを我慢しているのだ。

「優、元気ないな。大丈夫か？」

　心配そうに覗き込んできた精悍な面立ちに、優人は焦って頷いた。

「大丈夫、元気だよ。来月の原稿はもうあげたし、次の締め切りはまだ先だから」

「そうか。優も忙しいもんな。無理すんなよ」

　うん、と優人は頷いた。優しい眼差しに胸が熱くなる。

　やっぱり僕は健太君が大好きだ。










　『なごみ』を出て二人で向かったのは、優人の仕事場兼自宅になっているマンションだ。

　作画作業の大部分をデジタル処理するようになったため、専属のアシスタントはおらず、締め切り前の数日間入ってもらうだけだ。従って今、マンションには誰もいないから気を遣う必要はない。加えていつ健太が来てもいいようにきちんと掃除をしておいたので、慌てることはなかった。

　リビングに入って二人きりになると、優人は我慢できずに健太に飛びついた。健太は笑いながら、しかししっかり受け止めてくれる。

「どうした、優」

「すっごく会いたかった」

「そんなにか？　二週間前にも会っただろ」

　たったそれだけ、という物言いに、優人は健太のひきしまった体にしがみつきながらも口を尖らせた。

「二週間じゃないよ、十六日！　十六日も会ってなかったんだからね。メールは一昨日からきてないし、今日も連絡ないから来ないかと思った」

「メールするより直接なごみに行った方がいいと思ったんだよ。悪かった」

　謝った唇が、ちゅ、と尖らせた唇にキスをしてくる。嬉しくてキスを返すと、たちまち口づけが深くなった。

「ん……、ぅん」

　巧みとは言えないが情熱的なキスに、優人はうっとり応えた。

　ああ、健太君のキスだ。気持ちいい。

　暖房をつけていない室内はひんやりとしているが、きつく抱きしめられているせいだろう、少しも寒さを感じない。

　健太は優人に出会うまでゲイである自覚がなかったそうだ。高校、大学と同級生の女の子に告白されて付き合ったものの、どちらも半年もしないうちにうまくいかなくなったという。

　たぶん俺がゲイだったからだろうな、と健太は真面目な顔で言った。どうしても彼女らを恋愛対象として好きになれず、体をつなげても違和感しかなかったらしい。

　だからといって、男を好きになったこともなかったそうだ。同性を好きになったのは優人が初めてだと聞かされたときには嬉しくて照れくさくて、健太に思い切り抱きついた。

「健太君、待って……。先にシャワー……」

　ソファに押し倒され、優人は身じろぎした。久しぶりに恋人の体温とにおいに包まれ、早くも体が熱をもっている。健太を止めたのは、清潔な体を抱いてほしいというだけでなく、単純に恥ずかしかったせいだ。

　健太は優人のセーターをたくしあげて胸の粒を弄りながら、低い声で答える。

「シャワーなんかいい」

「で、でも……」

　口ごもると、真っ赤になっているだろう耳朶に歯をたてられた。あ、と甘い声が漏れる。

「後でいい。このまま抱きたい」

　男っぽく掠れた声と共に、熱い吐息を耳に注ぎ込まれ、寒気にも似た快感が背筋を舐めた。手管でも何でもなく、素でやっているのだから性質が悪い。

　胸を弄っていた指が腹をたどった。臍に悪戯を仕掛けた後、ためらうことなく下着の中に入ってくる。

「あっ、あ」

　掠れた嬌声があふれた唇を、また塞がれた。濡れた舌が歯列を割り、口内を這いまわる。同時に、既に緩く反応していた性器を熱心に愛撫される。

　上からも下からも淫らな水音が響いてきて、優人は身悶えた。

　凄い、気持ちいい。

「……は、はぁ、健太く……、好き……」

　濃厚なキスから解放され、込み上げてきた想いを口にする。次の瞬間、強く促されて呆気なく達した。

「あぁ……！」

　久しぶりに味わう強烈な快感に耐え切れず、優人はきつく目を閉じた。震える瞼に、健太が柔らかくキスをしてくれる。

「優、入れていいか？」

　ん、と頷いてみせると、健太は濡れていない方の手で、腿の途中までずり落ちていたパンツを下着ごと引き抜いた。

　まろび出た性器に熱い視線を感じる。一度達したにもかかわらず硬度を保っていたそれは、ぴくりと反応した。脚を閉じようとしても、健太が間に入っているため閉じられない。

「や、健太君っ」

「見てるだけだぞ。触ってない」

「バカ、意地悪」

　劣情を隠そうとした手を緩く払われ、片方の脚だけを抱え上げられた。露わになった蕾に、濡れた指が一本押し入れられる。

「あ、ん」

　声が漏れてしまったのは、指一本だけでひどく感じてしまったからだ。

　なかなか会えないせいもあり、このところ会えば必ずセックスをする。優人も健太としたいから嬉しい。

　でも、普通にいちゃいちゃしたりもしたい。もっと会えれば、エッチ以外のこともたくさんできるのに。

　そんな余計なことを考えたせいかもしれない。健太はふと指の動きを止めた。

「痛いか？」

「ううん、平気……」

　気遣う物言いに、慌てて首を横に振る。

　健太は安心したようにほっと息をついた。

　健太君、優しい。大好き。

　自然と笑みが浮かぶ。

　すると健太は切れ長の目をわずかに見開いた。次の瞬間、なぜか眉を寄せる。

「そういう顔すんな」

「そういう顔って？」

「エロい顔」

「エ、エロくないもん。ぁあっ」

　予告なしに指が二本に増えて、高い声をあげてしまった。焦って口を閉じたが、中をかき乱されて色めいた声があふれる。

「あ、ぁん、健太く、やだ」

「ほんとに嫌か？」

　尋ねた健太の指が感じる場所を強く押した。下半身に痺れるような快感が生じて、あぁ、と嬌声が漏れる。どこをどんな風にすれば優人が感じるのか、健太は熟知しているのだ。

「や、そこ、だめ」

「中、動いてるぞ」

「だって、健太君、健太君が、あっ、あっ」

　体内から強い刺激を与えられ、腰が揺れる。完全に立ち上がり、雫をこぼしている性器も頼りなげに震える。健太の指が入っている場所からくちゅくちゅと淫靡な音が聞こえてきて、優人は悶えた。

「も、やぁ……！」

　すすり泣きながら訴えた次の瞬間、一気に指が引き抜かれる。燃えるように熱くなった内部が、失った刺激を求めて激しく収縮するのがわかった。

「あ、あ……」

　耐え切れずに腰をくねらせると、一度ソファに下ろされた脚を強い力で抱え上げられた。ひくひくと蠢く蕾に、熱いものがあてがわれる。

「入れるぞ、優」

　ん、と頷いた直後に、それは中へと押し入ってきた。指とは比べものにならない大きな塊に狭い場所を押し開かれ、長く尾をひく嬌声をあげてしまう。

　凄く熱い。それに凄く気持ちいい。

　はち切れそうになっていた性器が、とろとろと欲の証をこぼす。

　それに気付いたらしい健太が、ふと笑う気配がした。刹那、体の奥深くまで侵入していた灼熱の欲望が動き出す。

「あっ、ん、健太く、いい、いっ、あん」

　次第に激しくなってゆく律動に、よがる声が止まらない。

「優、優……！」

　愛しさと情欲が滲んだ声で呼ばれ、官能が一気に高まった。掠れた悲鳴をあげ、我慢できずに達してしまう。わずかに遅れて体内で健太が極まった。

　勢いよく放たれたものにたっぷりと潤され、喜びと愛しさが湧き上がってくる。

「健太君、キス……、キスして……」

　腕を伸ばしてねだると、噛みつくように唇を塞がれた。つながったまま口の中を思う様愛撫され、優人は健太にしがみついて淫らに悶えた。










　ベッドに上半身を起こした優人は、ほう、とため息をついた。

　すっごくよかった……。

　部屋には緩く暖房が入っているが、そのせいだけでなく、まだ体が熱をもっている。

　リビングから寝室へ移動して、もう一度した。今度は散々焦らされてから激しく揺さぶられ、健太が一度達する間に三度も放ってしまった。恥ずかしくてたまらなかったが、健太が嬉しそうだったので優人も嬉しくなった。

　濃厚な交わりの後、健太は優人を抱えてバスルームへ運び、体を丁寧に洗ってくれた。今、彼は一人でシャワーを浴び、自分の体を洗っている。

　早く戻って来ないかな、健太君。

　今日は同じベッドで眠り、明日は早く起きて朝食と弁当を用意しよう。そして健太は照れるだろうけれど、いってらっしゃいのキスをするのだ。

　想像しただけで楽しくなってニコニコ笑ってしまったそのとき、静かにドアが開いた。

「起きてたのか」

　ちらと白い歯をみせた健太は、ベッドに歩み寄ってきた。優人の額に優しく掌をあてる。

「体、大丈夫か？」

「ん、平気」

「無理させたな」

「ううん、久しぶりにできて凄く嬉しかった」

　温かくて大きな手にすり寄ると、ちゅ、とキスされた。嬉しくて、健太のすっきりとした形の良い唇にキスを返す。するとまた健太からキスをしてくれた。情事の最中に何度もかわした濃厚な口づけではなく、戯れのような甘い触れ合いだ。

　ああ、幸せだ……。

　もっとキスしてほしくて健太の首筋に腕をまわそうとしたが、なぜかふいに唇が離れた。うっとり閉じていた目を開けると、ぽんぽんと柔らかく頭を撫でられる。

「じゃあ俺、帰るな」

「えっ、泊まっていかないの？」

「ああ。明日朝早いから」

　当然、という風に応じた健太に、優人は言葉につまった。確かに健太が仕事をしている現場は、優人のマンションからは少し距離がある。健太の自宅マンションから出勤した方が近い。明日のことを考えれば、自宅に戻った方が楽だろう。頭では理解できる。

　しかし心が納得しない。いけないと思いつつも不満が口をついて出る。

「でも、会えたの十六日ぶりなんだよ。先週の日曜も、その前の日曜も会えなかったけど我慢した。僕、健太君ともっと一緒にいたい……」

　うつむいて言うと、悪かった、と健太は真摯に謝った。

「二週間、いや、十六日か。十六日会えなかったのはさすがに長すぎたよな。平日に雨が降り続いて、作業できるのが日曜しかなかったんだ」

「それは聞いたから知ってる。だったら雨が降った平日に会いに来てくれればよかったじゃん」

「現場監督やるのは今回の工事が初めてだって言っただろ。勉強しないといけないことも多いし、雨は雨でやらなきゃいけないこととか、やっておきたいことがあるんだよ」

　年下とは思えない言い聞かせる口調に、余計に苛立ちがつのった。

　健太君は僕と会えなくても、そんなに気にしてないんだ。

「僕が言ってるのはそういうことじゃない。健太君はもっと僕に会いたいって思わないの？」

　健太とは反対に、年上らしくないわがままな口調になってしまう。

　健太は困ったように眉を寄せた。

「会いたいけど、仕事だから仕方ないだろ」

　また仕事か。確かに仕事は大切だ。仕事をしなければ生活できない。それ以上に、健太は自分の仕事に誇りを持っている。そんな健太もかっこよくて好きだ。けれど。

「そうだけど……、そうだけど、会えないんだったら、その分もうちょっと連絡くれてもいいじゃん。もともと僕の方がたくさんメールするし、電話するのもいつも僕だし、それなのに二日も電話もメールもくれないなんて信じられない。ここんとこずっと会ってもエッチするだけで、うちで一緒にご飯も食べてないだろ。デートもしてない」

　会えない間に胸に溜まっていた寂しさと不安と不満が、次々に口をついて出る。

「健太君、ほんとは僕と会わなくても平気なんでしょ。あんまり好きって言ってくれないもんね。僕のこと、そんなに好きじゃないんだ。ほんとは僕の他に好きな人がいて、その人と会ってるんじゃないの？」

　感情に任せて言ってしまってから、ハッとした。今のは言いすぎだ。

　恐る恐る健太を見遣ると、彼はきつく眉を寄せていた。にもかかわらず無表情に見える。

　健太君のこんな顔、初めて見る……。

　ひやりと背筋が冷たくなるのを感じたそのとき、それまで黙っていた健太が静かに口を開いた。

「俺が浮気してると思ってるのか？」

「そ、そうじゃないけど……、でも、会ってくれないのはほんとだろ」

　今更引っ込みがつかなくて震える声で言い返すと、健太の眉間の皺が深くなった。

「だから仕事で忙しいって言ってるだろ」

「仕事仕事って、健太君さっきからそればっかり。そんなに仕事が大事？」

「優」

　強い声で呼んだ健太は、ため息を落とした。

「毎日絶対失敗できない作業の連続で、正直いっぱいいっぱいなんだ。会う時間が多少減っても仕方ないだろ」

　健太の言っていることはわかる。公共工事のことは全くわからないが、二十六歳という若さで現場監督を任されるのは大変だろうと思う。思うけれど。

「し、仕方ないって、そんな言い方しなくてもいいだろ。そんなに仕事が好きなら仕事と付き合えよ！」

　悔しいのか悲しいのか苦しいのか、なんだかよくわからなくなって、思わず怒鳴る。

　しん、と沈黙が落ちた。

　次の瞬間、健太は唐突に立ち上がった。

「わかった、そうする。おまえは仕事もしないで遊んでる暇な奴と付き合えばいい」

　今まで一度も聞いたことがない低い声で言い捨てたかと思うと、健太は足音荒く部屋を出て行く。

　一人寝室に残された優人は、乱暴に閉まったドアを呆然と見つめた。

　健太君、他の奴と付き合えって言った……。

　全身が氷のように冷たくなった。じわ、と目尻に涙が滲む。

「なんだよ……、なんだよ、健太君のバカ！」

　脇に退けておいた枕を思い切り投げる。しかしそれはドアにすら届かず、ぽす、と間の抜けた音をたてて床に落ちた。










「うん、凄くいいね！　直すとこはないです。これでいきましょう」

　幾分か興奮した口調で言ったのは、担当編集者の保ほ坂さかだ。彼女の手元にあるのは、セリフやコマ割りを大まかに描いた、漫画の下書きともいえるネームである。

　場所は『きらきら』の編集部の一角だ。仕切りで区切られたスペースだが、室内のざわめきは伝わってくる。

「ここんとこずっと読者アンケートも上位だし、コミックスの売り上げも伸びてきてるし、いい感じ。この調子でいつも通り、原稿も締め切り前によろしくね！」

　デビュー以来の付き合いである八つ年上の保坂に、雑誌名と同じきらきらとした眼差しを向けられ、はい、と優人は力なく応じた。

　僕だって、読んでくれる人に楽しんでもらえるようにがんばってる。

　プライベートで辛いことがあって、落ち込んだり泣いてしまったりしても仕事を疎かにしたことはない。自分の憧れや夢を描く少女漫画家は、子供の頃からなりたかった職業だ。優人なりにプライドを持っている。

　でも、恋人だって疎かにしない。

　忙しくてもがんばってメールをするし、電話もする。

「あれ、菖蒲池君、なんか元気ない？」

　ようやく優人の様子がおかしいことに気付いたらしい。保坂が眉を寄せて覗き込んでくる。

「や、そんなことないですよ。昨夜、徹夜でそれ仕上げたから寝不足なんです」

　最悪の顔色をごまかすために、出してもらったコーヒーをうつむき加減で飲む。徹夜したのは根をつめて作業したからではない。喧嘩別れしてから三日が経っても、健太が連絡をくれなかったせいだ。

　健太君は浮気するような人じゃない。僕も言いすぎた。

　でも、会ってくれなかったのも連絡くれなかったのも健太君だろ。悪いのは健太君じゃないか。僕が描く漫画の中の男の子なら、寂しがってる女の子を放っておいたりしない。

　そんなことを悶々と考えて、泣いたり腹を立てたりしているうちに朝になり、結局ほとんど眠れなかった。

「ひょっとしてカレシとケンカでもした？」

　保坂が声を落として尋ねてくる。

　保坂とは特にプライベートで親しくしているわけではないが、彼女は優人がゲイだと知っている。打ち合わせで話をしているうちに、いつのまにか気付かれていた。

　保坂が偏見を持っておらず、なおかつ口が固い人だとわかっているので、優人は素直に頷いた。

「仕事が忙しいからって十六日も会ってくれなかったんです。連絡も全然くれなくて。あんまり仕事仕事って言うから、頭にきて仕事と付き合えって言っちゃって……」

「あー、なるほどね。耳が痛いなあ」

　苦笑した保坂に首を傾げる。

「保坂さんの旦那さんも仕事人間なんですか？」

「や、うちは旦那が主夫だから逆。私が仕事と結婚すればいいって言われちゃったの」

「そうなんですか……」

　六年ほど前、保坂の結婚式に出席した。彼女の夫が五つ年下で、優しげな風貌だということは知っている。保坂は毎日、愛夫弁当を持ってきているらしい。

「仕事してるときは、他のことは考えられないんだよね。仕事で頭がいっぱいだから寂しいとも思わないし。旦那のこともちゃんと考えてたつもりだったけど、旦那的には足りなかったみたい」

「あの、ほんとに寂しくないんですか？」

　不思議に思って尋ねると、保坂はあっさり頷いた。

「強がりとか意地とかじゃなくて、ほんとに寂しくないの」

「ええー……」

　理解できない。いくら仕事が忙しくても、好きな人と離れている間は寂しくてたまらないはずだ。できるだけ一緒にいたいと思うのが普通ではないのか。

　保坂さん、旦那さんのこと好きじゃないのかな。

　優人の考えを読んだように、保坂は笑った。

「だからって旦那が嫌いなわけじゃないのよ。好きだから結婚したんだし」

「……僕には、よくわかりません」

「そっかー。菖蒲池君もうちの旦那と同じで、恋人とずっとくっついてたいタイプだもんね」

　厭味や軽蔑ではなく事実を言葉にしただけ、というあっさりした物言いだったので、腹は立たなかった。それに保坂の言ったことは事実だ。

「カレシさんが私と同じタイプなのかはわかんないけど、私に限っていえば、仕事と恋愛を並行して進められないんだよね。面倒とかじゃなくて、不器用っていうか単細胞だから」

　自嘲した保坂だったが、気持ちを切り替えるようにニッコリ笑った。

「長く付き合おうと思ったら、お互いに歩み寄りと譲り合いが大事だよね。今日は旦那の好きなケーキを買って、早めに帰るつもり」

「旦那さん、きっと凄く喜ばれますよ」

「だといいけどね」

　健太君も保坂さんみたいに、会いに来てくれればいいのに……。

　一瞬、頭に浮かんだその考えを、優人は頭を振ることで追い払った。

　健太の一途で不器用なところが好きだ。それなのに、恋愛にだけ器用さを求めるのは間違っているのではないか。恋愛に器用な健太など、優人の好きな健太ではない。

　連絡をくれない、会いに来てくれない、謝ってくれない。そんな風に不満を並べてばかりではだめだ。

　僕が会いに行って言いすぎたことを謝って、仲直りしなくちゃ。










　優人はそろそろと『なごみ』の戸を開けた。たちまち暖かな空気が全身を包む。

「あら、いらっしゃい」

　声をかけてくれた女将に、こんばんはと応じつつも、カウンターに並んだ客に視線を向ける。夕飯時とあって店内は賑わっていた。しかしその中に健太の姿はない。

　優人はがっくり肩を落とした。『なごみ』へ来る前に健太のマンションに行ってみたのだが、彼はまだ帰宅していなかった。きっと仕事で忙しいのだろう。

　僕、自分のことばっかりだったな……。

　改めて自責の念が湧いてくる。もっと労ればよかった。わがままを言うべきではなかった。

　ため息を落とした優人は、空いていた一番端の席に力なく腰を下ろした。

「はい、どうぞ。今日は何にする？」

　熱いお茶とおしぼりを出してくれた女将が尋ねてくる。

「魚定食……」

　魚定食ね、とくり返した女将は眉をひそめた。

「元気ないわね。締め切りはまだ先でしょ？」

「うん、そうだけど……。ねえ、最近健太君来た？」

「ケンちゃん？　来てないけど」

「そう……」

　昨日、保坂にネームを見てもらった後、わがまま言ってごめんなさいと健太にメールを送った。しかし返信はなかった。電話もかかってこない。

　メールのひとつもくれないってことは、ほんとに嫌われちゃったってことかな……。

　じわりと涙が滲んだそのとき、ねえ、と隣の男にふいに声をかけられた。

「さっき締め切りって聞こえたけど、ひょっとして小説家とか漫画家なの？」

　親しげに話しかけられ、優人は驚いた。誰かが横に座っているのはわかっていたが、健太以外はどうでもよかったので眼中になかったのだ。

「違うの？　じゃあイラストレーターとかコピーライター？」

　めげずに尋ねた男はピアスを複数つけており、ブルゾンにパンツというラフな服装をしている。サラリーマンには見えない。年は同じくらいか、少し上だろう。健太とは全く異なるタイプだ。

　笑みを向けられて無視をするわけにもいかず、優人はおずおずと応じた。

「や、あの、漫画家です」

「そうなんだ。僕、漫画家さんに会うの初めて。どんな漫画描いてるの？」

「少女漫画ですけど……」

「ああ、そんな感じ。凄くかわいいもんな」

「かわいいって……？」

「もちろん君のことだよ。店に入ってきたときから、かわいいと思ってたんだ」

　熱っぽい視線で見つめられ、優人は瞬きをした。

　これ、もしかしてナンパ？

　そこそこ整った甘い容貌のせいで、以前はよく声をかけられた。しかし健太と付き合ってからはナンパされたことがなかったから、気付くのが遅れた。

「ちょっとトモ君。そのコ、カレシいるからナンパしちゃだめよ。略奪愛になっちゃうわよ」

　カウンターの中にいた女将が口を出してくる。しかし男は怯まなかった。

「カレシがいてもうまくいってないんでしょ。こんな寂しそうな顔させるなんて、カレシろくな奴じゃないな」

　健太の悪口を言われ、優人はムッとした。

「そんなことないです。仕事が忙しくて大変だってわかってるのに、僕がかまってほしいってわがまま言ったのが悪いんだ」

「そうなの？　僕だったらどんなに仕事が忙しくても、恋人に寂しい思いなんかさせないけどな」

　男の手が、カウンターの上に置いていた手に重なる。驚いて手を引こうとしたまさにそのとき、男の手が何者かによって引きはがされた。イテ、と男が声をあげる。

　ハッとして見上げると、そこには作業着の上にジャンパーを羽織った精悍な面立ちの男──健太が立っていた。

「健太君！」

　思わず呼んだが、健太は優人ではなく男をにらみつけた。男は何も言われなくても状況を察したらしい。慌ただしく席を立つ。

「健太君……」

　男を追い払ってくれたこと、そして何よりも会えたことが嬉しくて、胸が熱くなる。

　僕が描く漫画の男の子より、ずっとずっとかっこよかった……。

　しかし健太は男に向けていたきつい視線を、そのまま優人に向ける。

「俺が他の奴と付き合えって言ったからって、こんなに早く別の男にいくことないだろ」

「え、ちが、違うよ。ちょっと声かけられただけで僕は何もしてない」

「ほんとか？　さっきの奴、俺と全然タイプの違う奴だったな。かまってくれる奴だったら誰でもいいんじゃないのか」

「な、何だよそれ……！」

　一方的に責める物言いに、カッと頭に血が上った。現実はやはり漫画のようにはいかない。悔しくて目尻に涙が滲む。

「僕のことばっかり言うけど、今日まで全然連絡くれなかったのも会いに来てくれなかったのも健太君じゃないか。昨日メールで謝ったのに返事もくれなかった。別の人を探したって文句言えないだろ」

「それは」

　仕事が、と言おうとしたらしいのを、健太は飲み込んだ。ぎゅっと拳を握りしめる。かと思うと勢いよく頭を下げた。

「すまん」

「な、何が？」

「今回だけじゃなくて今までも、寂しい思いさせて悪かった。おまえのそういう寂しがりでちょっとわがままで、甘えてくるところがかわいくて好きになったんだ。いくら仕事が忙しくても、もっとかまってやるべきだった」

　頭を下げたまま一息に言った健太に、優人は息を飲んだ。

　謝ってくれた。かわいいって言ってくれた。好きって言ってくれた。

　僕のこと、凄く考えてくれたんだ。

　熱い想いが込み上げてくると同時に、涙がぽろぽろと頬にこぼれ落ちる。

「そ、そうだよ……、もっとかまってよー……」

　優人は我慢できず、作業着に包まれたたくましい体に飛びついた。少しもよろけることなく受け止めてくれた健太の首筋にしがみつく。

　ああ、健太君のにおいだ。

　香ばしくてどこか甘い、大好きなにおい。

「ごめんな、優」

「ぼ、僕も、わがまま言ってごめんなさい。もうちょっと、我慢するね。健太君に、嫌われないように、我慢する」

　しゃくりあげながら言うと、拍手が沸き起こった。ハッとして周囲を見まわす。

　女将とカウンターに並んだ客たちが、ニコニコ笑って拍手していた。そういえば、ここは『なごみ』の中だったのだ。

　健太君、こういうの好きじゃないよね。

　慌てて離れようとした腰を、強い力でぐいと抱き寄せられた。驚いて涙で濡れた目で健太を見上げた。次の瞬間、目許にキスをされる。いいぞ、ラブラブだな、羨ましい、もっとやれ、とひやかす声があがった。

「け、健太君っ」

「いいから」

　離れるどころか抱きすくめられ、優人は真っ赤になった。

　どうしよう、嬉しすぎて死んじゃう。










　健太と二人で帰ってきたのは、やはり『なごみ』から近い優人のマンションだ。

　嬉しくて嬉しくて、優人は四日前と同じように健太に抱きついてしまった。健太は、やはりしっかり抱き止めてくれる。

「ごめんね、健太君。無理して帰って来てくれたんじゃないの？」

「うん？　まあ、少しはな。でもおまえと終わりにしたくなかったから。直接会わないとだめだと思ってメールしなかったんだけど、おまえはメールがほしかったんだよな。気がまわらなくて悪かった」

　優しく頭を撫でられ、優人は何度も首を横に振った。漫画みたいにはいかなかったけれど、今は漫画の主人公より幸せだ。

「僕、もうわがまま言わないから」

「バカ、わがままなのがかわいいって言っただろ。わがまま言っていいんだよ」

「でも僕、健太君より年上なのに……。健太君に嫌われたらやだ」

「嫌わないよ」

「ほんとに？」

「ああ、ほんとだ。おまえのそういうとこが好きだから」

　低く響く甘い声が耳元で囁く。好きという言葉にたまらなくなって、優人は健太に強くしがみついた。

「健太君、好き」

　想いを込めて告げると、健太はなぜかうなった。

「どうしたの？　どこか痛い？」

「優、セックスするだけなのは嫌なんだろ？」

　唐突に関係のないことを聞かれ、へ？　と優人は間の抜けた声をあげた。そういえば四日前、会ってもエッチするだけじゃないかと文句を言った。健太はそのことを気にしているらしい。

「明日も朝早いから泊まれないんだ。今から抱いたらまたセックスするだけになる。おまえが嫌がることはしたくない」

「でも健太君の、凄く大きくなってるよ」

　下腹に健太の劣情があたっている。耳元にかかる吐息も熱い。あからさまな情欲が伝わってきて、優人の体も熱をもつ。

「いいよ、して。僕もしたい」

　吐息まじりに囁くと、いきなり膝の裏に腕を入れられて抱き上げられた。

　うわ、お姫様だっこだ！

　憧れの体勢に感激したのも束の間、寝室のベッドに押し倒される。

「優……！」

　呼んだ唇に唇を塞がれた。あっという間に口づけが深くなる。

　貪るようなキスに、優人は夢中で応えた。

「ん、ぅん……、は、はぁ、健太く……」

「優……、優。好きだ」

　離れた唇が熱っぽく囁く。それだけで体が芯から蕩けるような錯覚に陥って、ああ、と優人は甘い声をあげた。

　健太は優人の衣服を次々に剥ぎとってゆく。露わになった肌は既に上気していた。

　首筋や鎖骨に忙しなく口づけた健太が、まだ触られていないのに硬く尖った乳首に吸いつく。もう片方の乳首を指先で揉まれ、また甘い声が漏れた。

「あ、あ、やっ」

　もともと感じやすい体が、輪をかけて敏感になっていた。下着の中で、早くも性器が立ち上がっているのがわかる。

　健太君とのセックスはいつも凄く気持ちいいけど、今日は痛いくらい気持ちいい。

「健太く、触って、さわって」

　欲望に忠実にねだると、ああ、と健太は頷いた。間を置かず、躊躇うことなく下着の中に手を入れてくる。

　熱をもった指で触られた途端、電流にも似た強烈な快感に襲われた。そして気が付いたときには達してしまっていた。

「は、あぁ、だめ、だめっ……、今、いったとこなんだから、さわ、さわんないでっ……」

　濡れそぼった性器を愛撫し続ける健太に、腰をよじって抗議する。

「触ってほしいんだろ」

「そう、だけど……。や、あっ、そんな、激しくしたら、またいっちゃうから……！」

「いっていいぞ」

　情欲を滲ませた声で囁いた健太は、愛撫を止めるどころか捕えた性器をいやらしく弄る。堪えきれずに嬌声をあげ、優人はまたしても達した。

　続け様に絶頂を迎えたせいでどこにも力が入らず、ぐったりとベッドに身を投げ出す。頭の天から足指の先にまで痺れるような快感が浸透していて、ただ色めいた吐息を漏らすことしかできない。

　こんなの初めてだ……。

　脚から下着ごとパンツを引き抜かれる感触に、あぁ、とまた声をあげてしまう。

「健太君、健太君も脱いで……」

　いつになく淫らな気持ちでねだると、彼は作業着の下に着ていたシャツを脱ぎ捨てたところだった。しっかりと筋肉がついた、たくましい上半身が現れる。小麦色の体を目の前にして、優人はひどく欲情した。

「健太君……」

　力が入らない体をどうにか起こして、全裸になった健太に抱きつく。

　受け止めてくれた健太は、優人の腰を抱き寄せた。脚を開いた体勢のせいで、性器と性器が触れ合う。

　雄々しく猛った健太のそれが、二度達してもまだゆるゆると反応している己のそれに擦れ、びくん、と全身が跳ねた。

「やぁ……！」

「優、優……、一緒に触って」

　うん、と素直に頷いた健太は、重なった二人の劣情をまとめて愛撫し始めた。

　凄い、健太君の大きい。それに熱い。

　幾度となく健太を受け入れてきた体の奥が、触れられていないのに甘く痺れる。

「け、健太君、気持ちい……？」

「ああ、凄く、気持ちいい……」

　夢中で愛撫していると、背後から尻の谷間に健太の指がまとめて入ってきた。ローションをたっぷり纏っているせいか、痛みは感じない。それどころか気持ちがよくて指を締めつけてしまう。

「もうとろとろになってるぞ、優」

「だって、健太君が、あ、あっ」

「こら、手ぇ止めるな」

「ごめ……、でも、ぁあん」

　奥まで入り込んだ指に中をかき乱され、優人は身悶えた。前からも後ろからも淫らな水音が聞こえてきて、余計に官能が高まる。

「だめ、またいく、いっちゃう」

　限界を感じて腰を淫らに揺らすと、後ろに入っていた指が引き抜かれた。間を置かず腰をしっかりとつかまれて抱え上げられる。大きな手の熱い感触だけで感じてしまって、背筋が反り返った。

「あ、健太く」

　咄嗟に健太にしがみついている間に、ひくひくと蠢く蕾に灼熱の塊があてがわれた。かと思うとそれは重力の力を借り、勢いよく侵入してくる。

「あぁー……！」

　全てを受け入れると同時に、優人はまたしても達した。が、快楽に浸る間もなく激しく揺さぶられる。

　強烈な快感の波に揉まれ、感じたままの声があふれた。どこまでが健太の体で、どこまでが自分の体なのかわからなくなる。

「優……！」

　体内を健太で満たされる感覚は、この上ない歓喜をもたらしてくれた。










「コラ、ゆうちゃん。食事中にスマホ見ちゃだめって言ったでしょ」

　女将に叱られ、優人はカウンターに置いたスマホから視線を上げた。

「どうしたの、またケンちゃんから連絡ないの？」

「ううん、今朝メールもらった」

　眉をひそめた女将に、ニッコリ笑ってみせる。

『なごみ』で言い争いをした末に仲直りをしてから、約二ヶ月が経った。すっかり冬色に染まった街には木枯らしが吹いている。

　健太が頻繁に連絡をくれるようになったかといえば、そうでもない。以前と同じように、二週間以上会えないこともある。

　しかしこちらからのメールには、短いながらも必ず返信をくれるようになった。一緒に食事をとるようにもしてくれている。

　それに、前より頻繁に好きって言ってくれるようになったし。

　健太が優人と恋人でいるために努力してくれているとわかるから不安はない。

　優人もメールを送るのを控えたり、会いたいとわがままを言いたいのを我慢したりしている。

　あんまり無理すんな、と健太は言ってくれる。健太君も無理しないでね、と優人も返す。努力は大切だが、無理をしては長く続かないとわかっているからだ。

「健太君、もうすぐ来ると思う」

「そうなの？」

　うんと頷いたちょうどそのとき、カラリと戸が開いた。入ってきたのは健太だ。優人を見つけた彼は白い歯をみせる。

「いらっしゃい、ケンちゃん」

「こんばんは。かつ丼お願いします」

　応じた健太は、空いていた優人の隣に腰かけた。

「健太君、お疲れ様」

「ああ。優もコミックスの作業で大変だったんだろ。お疲れさん」

　愛情のこもった視線を向けられ、頬が火照る。その変化に気付いたらしく、健太は嬉しそうに笑った。かと思うと、カウンターの下で優人の手を握ってくる。

「ちょっと、健太君」

「嫌か？」

「嫌じゃないけど……」

「だったらいいだろ」

　握った手にぎゅっと力を込められ、優人はますます赤くなった。

「あらやだ、なんだか急に暑くなってきちゃったわ。ごちそうさま」

　一部始終を見ていた女将が、そそくさと調理台に向かう。

　優人は改めて健太と顔を見合わせ、笑みをかわした。

「今日は泊まっていけるからな」

「え、ほんと？　じゃあ明日、お弁当作るね」

「嬉しいけど、おまえ仕事は？」

「大丈夫！」

「そうか。じゃあ楽しみにしてる」

　愛しげな笑みを向けられ、優人は蕩けるような心地になった。漫画のような恋ではないかもしれないが、この上なく幸せだ。






ラブラブハッピーバースデイ







　キッチンに立つ健けん太たの広い背中を、優ゆう人とは幸せな気分で見つめた。紺色のエプロンがよく似合っている。

　場所は健太のマンションである。今日は優人の誕生日なので、夕食を作ってくれているのだ。

　プレゼントは手作りの料理だけではない。たまたま日曜だったことを幸いに、健太と一緒にデパートへ行って手袋を買ってもらった。おまえが喜ぶ物は何だろうっていろいろ考えたけど、俺にはセンスがないからおまえが欲しい物を買った方がいいかと思って。そう照れくさそうに言ってくれたこと自体が、優人にとっては最高のプレゼントだった。

　デパートへ行ったついでに、久しぶりにデートもできたし。

　数日後に迫ったバレンタインデーに合わせ、街は可愛らしく華やかに飾り付けられており、並んで歩いているだけでも楽しかった。

　フライパンと向き合っていた健太が、アチ、と声をあげる。油が飛んだらしい。

「健太君、大丈夫？」

　ああと答えが返ってきたものの、健太の動作には余裕がない。彼は普段、ほとんど自炊しないのだ。

　優人は立ち上がり、そろそろと健太に近付いた。フライパンからはニンニクのこうばしい香りが立ち上っている。

　ていうか焦げてきてる。

「健太君、火が強いんじゃない？」

「え、マジか」

「うん、ちょっと弱めるね」

　言いながらガスの火を小さくする。パチパチと爆ぜていた油が落ち着いて、健太はふうと息を吐いた。額にうっすら汗が滲んでいる。

「何か手伝おうか？」

　心配になって申し出ると、いや、と健太は首を横に振った。が、すぐに頷く。

「やっぱり頼む。そのひき肉を入れてくれ」

「ん、わかった」

　応じた優人は、用意してあったひき肉をフライパンの中に入れた。

　ひき肉をほぐしつつ、ふうとまた健太が息を吐く。

「優は凄いな」

「え、何が？」

「いつもいろんな料理を作ってくれるだろ。しかも全部旨い。もともと凄いと思ってたけど、自分でやってみて余計に凄さがわかった」

「そんな、全然凄くないよ。材料とか調味料とか、いろいろ適当だし」

「いや、その適当がよくわかんないんだよ。これからはもっと感謝して食べるな」

　ぎこちなく手を動かしながらも真剣に言う健太に、胸がきゅんとする。

　健太君のこういうところ、凄く好き。

　抱きつきたい欲求を抑えるためにそらした視線の先で、パスタがぐらぐらと茹っていた。

「健太君、これそろそろいいんじゃない？」

「ああ、うん、そうだな」

「ザルにあげてそっちに入れようか？」

「ああ、頼む」

　もはや自分だけで全部こなせるとは思っていないらしく、今度は素直に頷く。

　一生懸命な様子が微笑ましくて頬を緩めた優人は、パスタをザルにあげた。それをフライパンに入れると、ありがとうと律儀に礼を言われる。

　パスタを混ぜ合わせた健太は、またしても大きく息を吐いた。

「悪いな、おまえの誕生日なのに手伝わせて」

「こんなの手伝ったうちに入らないよ」

「いや、助かった」

　健太は出しておいた器に出来上がったパスタを移した。更に刻んだパセリを散らす。本で読んだのか、あるいはネットで調べたのか、盛り付けは完璧だ。

「凄い、お店で食べるパスタみたい」

「見た目はな。味はどうかわかんないぞ」

「大丈夫、美味しいよ。見てたからわかる」

　フライパンをシンクに下ろした健太は、ふうと何度目かわからないため息を落とした。

　凄くがんばってくれたんだ……。

　たまらない愛しさが込み上げてきて、全開の笑顔を向ける。

「ありがと、健太君。お疲れ様！」

　すると健太は、切れ長の目をわずかに細めて見下ろしてきた。

「今日は俺の誕生日みたいだ」

「え、何で？」

「優が特別かわいいから、俺が優にプレゼントをもらってるみたいだと思って」

　ちゅ、と頬にキスされて、優人は真っ赤になった。

　何これ、何これ、凄く嬉しい！

　あまりに嬉しくて言葉が出てこない。

　耳まで赤くなってうつむくと、健太が優しく微笑む気配がする。

「じゃあ食べようか」

「……うん、うん。あの……、健太君、好き」

　ようやく出てきたのは実に単純で、しかし優人が最も伝えたい言葉だった。

　ちらと見上げた先で、健太が目を見開く。かと思うと、さも嬉しげに笑った。

「俺も好きだ、優」
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